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火と水の災禍を越えて―』（飯田市東野公民館刊、1987 年 11 月 10 日）と飯田市歴史研究所編
集『飯田・上飯田の歴史（下）』（飯田市教育委員会発行、2013 年 3 月 31 日）である。これら
にザット目を通した結果、大別して、2 つのことが判明した。第 1 は、大火のみならず山崩れ・
洪水などの自然災害の影響の甚大さ。第 2 は、飯田出身の方々とのつながり・関係の不思議さ、
である。以下の記述・事実関係の多くは、この 2 冊によっている。 
 
 まずは第 1 点から。第二次世界大戦後に限っても、飯田市は数次の自然災害を被った。1946
年 7 月 15 日、飯田駅前より出火し、198 戸が焼失、850 人が罹災、被災額は 2,000 万円に及ん
だ。しかし、それ以上の大火が翌年発生した。1947 年（昭和 22 年）4 月 22 日（日）正午少し
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前、花見気分で多くの市民が外出していた市街地の一角（上常盤町）から燃え広がった炎は 10
時間にわたって延焼、市街地の八割に相当する 204,000 坪を焼失させ罹災戸数 3,577 戸、罹災
世帯 4,010 戸、罹災人口 17,771 人に達し、死者 1 名、行方不明 2 名、重傷者 80 名、軽傷者 89
名、見積損害額 15 億円に及ぶものだった。この大火は、第 2 次世界大戦の直接的な被害を受け
ずに済んだ飯田市にとって、連続的にいきなり出鼻をくじく出来事だった。それどころか、な
んとこの日は、第 1 回参議院議員選挙の投票日だった。そもそもこの 1947 年 4 月は、選挙が目
白押しだった。4 月 5 日は、統一地方選挙で、初の公選による知事選と市長選が行われ、飯田
市長には、前市長・遠山方景は公職追放で出馬できず、元上飯田町長・高田茂が初当選してい
た。4 月 25 日は衆議院選挙が、4 月 30 日は統一地方選挙で県会議員・市会議員の選挙が予定さ







しかも、「りんご並木」のアイディアと実行は、復興計画がほぼ完成した 1952 年夏から 53 年冬







合併」）によって、1956 年 9 月、1 市 7 か村が合併して新制飯田市が発足した。しかし、南接す




                                                     
1 すでに 1949 年には復興計画の 80％が完成し、その時点での全国の復興都市の平均が 35％に比べると、
その進捗率は格段に高い。1950 年代以降は全国的な緊縮財政のため、全国ではさらに進捗が遅れた。 
2 当時は自治体ごとに住民税の課税方式が異なっていた。 
3 しかし、鼎町は 1984 年には、単独で飯田市と合併している。 
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からの収入で道路・病院などのインフラがすでに整備されていた。この野底山は、当時の上郷
町の住民の意識では「宝庫」「生命線」であり、合併を「命がけ」で拒否した4。 
 この 1947 年（昭和 22 年）の大火およびその復興事業も大仕事だったが、新制飯田市が発足
してから 5 年後の、1961 年（昭和 36 年）6 月下旬の、伊那谷全域を襲った未曽有の集中豪雨に
よる（風越山・虚空蔵山の）山崩れ、土石流、（野底川の）洪水などの被害も、甚大で広範囲に
及んだ。伊那谷全域では、死者・行方不明者 130 名、家屋の流失・全半壊約 1,500 戸に及び、
うち、飯田・上飯田でも、死者・行方不明者 10 名、重軽傷者 13 名に上った。この災害は、飯
田の台地が風越山の裾野に広がる扇状地として形成されていたこと、そしてそのライフライン
の脆弱さを改めて認識させるもので、現地では、1715 年（正徳 5 年）の未満水（ひつじまんす
い）以来の大水害として、「三六（さんろく、または、さぶろく）災害」と呼ばれている。 
 1955 年 4 月、戦後 3 回目の飯田市長・市議会議員選挙が行われ、市長には現職・高田茂（上
飯田）と新人・松井卓治（飯田）の一騎打ちとなり、商店街の結束を背景に大飯田建設を目指
した新人・松井が初当選し、1968 年までの長期政権となった。しかし、この間の「三六災害」
（1961 年）などによる災害復旧費の増大は飯田市財政を圧迫し、1965 年度には、一般会計 13
億円に対して 18％の赤字を計上し、1966 年 1 月定例市議会では、地方財政再建促進特別措置法






 続いて第 2 の、飯田出身者の方々にも言及しておきたい。まずは、専修大学にとって外すこ
とのできない人物は、今村力三郎（1866 年～1954 年）総長であろう。上飯田村羽場の蜂谷重蔵・
きよの長男に生まれ、1884 年（明治 17 年）に両親と上京し、また、同村の今村うめの養嗣子
となった。創立（1880 年（明治 13 年））間もない専修学校（現専修大学）を首席で卒業後、代
言人（弁護士）として活躍し、すでに戦前、大逆事件などの著名な刑事事件をいくつも担当し、
戦後の混乱期（1946 年）専修大学に招かれて総長に就任し、私財をなげうって 89 歳で没する
まで総長職を務めたことは、『専修大学の歴史』（平凡社、2009 年 9 月 16 日）や、先の飯田市
歴史研究所編集『飯田・上飯田の歴史（下）』（飯田市教育委員会発行、2013 年 3 月 31 日）p.132
にも記載されている。加えて、同書によれば、飯田との関係では、上飯田の羽場共有林の共有
権確認にも力を尽くし、1937 年の飯田町との合併では、多額の寄付もしたようである。しかし、
                                                     
4 しかし、ここ上郷町でも、1993 年、単独で飯田市と合併している。 
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現在は飯田市に、今村力三郎の手がかりになるものはほとんど残されていない。 






 日本民俗学の父・柳田國男（1875 年～1962 年）も、飯田には縁がある。そもそも、兵庫県の
儒者・松岡操の 6 男に生まれ、東京帝国大学を卒業し農商務省に入省後、1901 年に、柳田家に
養嗣子として入籍したが、養父・柳田直平（1849 年～1932 年）は旧・飯田藩士で大審院判事だっ
た。直平 4 女との結婚は 1904 年だが、國男自身も何度か飯田を訪ね、伊那谷・飯田地方の民俗
信仰（津島御師）に関する著書もある5。 
 ここまでの方々は、私にとっていわば歴史上の人物である。直接の面識はない。しかし最後









集『飯田・上飯田の歴史（下）』（飯田市教育委員会発行、2013 年 3 月 31 日）に目を通したと
き、しばしば、古島敏雄『子供たちの大正時代―田舎町の生活誌―』（平凡社、1982 年 5 月 10
日）への言及があることに気付き、改めて思いが及んだわけである。 
 そうなのだ、古島先生は飯田の出身だったのだ、そしてこの著書は、地方都市（田舎町）飯
田の生活およびその変遷をたどる際、まずは、二度の大火（1922 年（大正 11 年）5 月 4 日と7、
1947 年（昭和 22 年）4 月 22 日）を画期として、人々の生活や意識が変わる部分もありながら、
                                                     
5 柳田國男『東国古道記』1952 年。 
6 私が専修大学に入職したのは 1980 年 4 月からなので、古島先生とは数年間のお付き合いに過ぎない。し
かし、直接の面識をもって、以下では、古島先生と表記させていただく。 
7 関東大震災は、1923 年（大正 12 年）9 月 1 日に発災しているが、遠方の子供にとっては、やはり直接的
な記憶・思い出はほとんどないようである。 








である8。その記述は、ちょうど、中勘助（1885 年～1965 年）の『銀の匙』（1913 年・15 年）
が、小児・少年からみた明治末期・大正初期の身辺およびその心象風景が描かれ、社会状況は
あくまでも背景になっているのに対して、古島敏雄『子供たちの大正時代―田舎町の生活誌―』

































2014 年 5 月 18 日記 
                                                     
9 逆に、駅に荷物を取りに行くときは、荷台は空で、当然、荷車は軽いので、坂道を登るのもそれほど苦
痛ではない。 
